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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第45期

第２四半期累計期間
第46期

第２四半期累計期間
第45期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,228,818 4,266,508 8,669,556

経常利益 (千円) 20,921 16,361 119,569

四半期(当期)純利益 (千円) 9,564 6,557 62,022

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 229,400 229,400 229,400

発行済株式総数 (株) 6,850,000 6,850,000 6,850,000

純資産額 (千円) 1,718,448 1,726,263 1,778,940

総資産額 (千円) 3,967,632 3,926,520 3,997,738

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 1.40 0.96 9.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.50

自己資本比率 (％) 43.3 44.0 44.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △156,745 105,088 △64,600

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △380,160 △2,536 △380,429

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 512,494 △126,945 450,321

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 136,062 141,371 165,765

　
回次

第45期
第２四半期会計期間

第46期
第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.15 2.60

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  持分法を適用した場合の投資利益については、非連結子会社及び関連会社が存在しないため、記載しておりま

せん。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

なお、当社は、平成24年10月24日開催の臨時取締役会において、同日付で株式会社ＣＳ及びその子会社で

ある株式会社クルーの株式を取得し、両社を連結子会社としました。

詳細は、「第４  経理の状況  １．四半期財務諸表  注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりで

あります。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州債務問題ならびに中国をはじめとする新興国の成長

鈍化などによる世界景気の下振れリスクが高まる中、国内においては東日本大震災後の復興需要による穏

やかな回復傾向にある一方で、長引くデフレ、復興増税や消費税率引上げを控えて補助金などの政策効果で

牽引されてきた個人消費にも陰りが見え始めました。

当社を取り巻く環境は、原発事故に起因する電力供給の制約や料金値上げ、原油を中心とした資源価格の

高騰懸念は依然として続いております。

  このような中、当社は全社一丸となって「パッケージサービスの一気通貫メーカー」を目指し、パッケー

ジの企画、製造から、中身の梱包、配送や運送の対応まで含めた高付加価値サービスを提供するため、課題解

決支援型営業を強化してまいりました。

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は4,266百万円（前年同期比0.9％増）となりました。利益面に

つきましては、粗利益率の改善により売上総利益は伸びましたが、取引先の民事再生手続開始の申立てに伴

う貸倒引当金繰入額の増加があり、営業利益は21百万円（前年同期比20.5％減）、経常利益は16百万円（前

年同期比21.8％減）、四半期純利益は６百万円（前年同期比31.4％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　
（パッケージ事業）  

パッケージ事業につきましては、震災復興需要の反動等もあり、売上高については前年同期に対して減少

となったものの、セット販売や課題解決支援型営業に注力することで、高付加価値サービスの営業を進めて

まいりました。

この結果、当事業の当第２四半期累計期間の売上高は2,998百万円（前年同期比5.1％減）、セグメント利

益（営業利益）は257百万円（前年同期比20.0％増）となりました。
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（メディアネットワーク事業） 

メディアネットワーク事業につきましては、配送費用の低減や納期短縮などの提案をおこなうといった

一気通貫サービス案件の獲得に注力したところ、前年同期に対して取扱件数、売上金額とも上回る結果とな

りました。

この結果、当事業の当第２四半期累計期間の売上高は1,267百万円（前年同期比18.4％増）、セグメント

利益（営業利益）は44百万円（前年同期比464.2％増）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は3,926百万円となり、前事業年度末に比べ71百万円減少しました。こ

れは主に貸倒引当金の増加やたな卸資産の減少等によるものであります。

当第２四半期会計期間末の負債合計は2,200百万円となり、前事業年度末に比べ18百万円減少しました。

これは主に借入金の減少等によるものであります。

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は1,726百万円となり、前事業年度末に比べ52百万円減少

しました。これは主に配当金の支払い等による利益剰余金の減少等によるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ24百万円減少し、141百万

円となりました。

　
また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は105百万円（前年同四半期は156百万円の使用）となりました。これは

主に法人税等の支払額29百万円等があったものの、税引前四半期純利益16百万円、減価償却費37百万円及

び未払消費税等の増加額36百万円等があったことによるものであります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は２百万円（前年同四半期は380百万円の使用）となりました。これは主

に建設協力金の回収による収入６百万円等があったものの、有形固定資産の取得による支出８百万円が

あったことによるものであります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は126百万円（前年同四半期は512百万円の獲得）となりました。これは

主に長期借入金の返済による支出額62百万円及び配当金の支払額51百万円等があったことによるもので

あります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロース）

単元株式数は100株

計 6,850,000 6,850,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

芝原  英司 大阪市住吉区 3,418 49.89

ショーエイ従業員持株会 大阪市中央区備後町２－１－１ 962 14.04

株式会社クルー 大阪市住之江区新北島７－１－76 402 5.86

芝原  武司 大阪府枚方市 360 5.25

稲畑産業株式会社 大阪市中央区南船場１－15－14 142 2.08

大野  新司 東京都北区 93 1.36

株式会社オーエスシーテック 東京都港区芝大門１－４－14 68 0.99

山下  重子 香川県三豊市 61 0.89

芝原  多恵子 大阪府枚方市 60 0.87

キョウエイ株式会社 大阪府富田林市中野町東２－１－７ 53 0.77

計 ― 5,620 82.05

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 　

6,849,500
68,495 ―

単元未満株式
普通株式

500
― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 68,495 ―

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

 7/21



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 234,783 213,389

受取手形及び売掛金 ※２
 1,706,033

※２
 1,683,504

製品 205,690 200,450

仕掛品 101,632 101,906

原材料 76,259 57,377

未収消費税等 11,216 －

その他 180,153 234,303

貸倒引当金 △5,659 △17,068

流動資産合計 2,510,110 2,473,862

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 432,536 419,353

土地 636,420 636,420

その他（純額） 86,700 78,685

有形固定資産合計 1,155,657 1,134,459

無形固定資産 21,506 14,807

投資その他の資産

その他 339,769 355,695

貸倒引当金 △29,305 △52,304

投資その他の資産合計 310,463 303,391

固定資産合計 1,487,628 1,452,657

資産合計 3,997,738 3,926,520

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 700,204

※２
 713,923

短期借入金 770,000 770,000

1年内返済予定の長期借入金 102,464 84,961

未払法人税等 32,691 26,549

未払消費税等 － 24,909

賞与引当金 63,963 63,828

その他 125,550 124,062

流動負債合計 1,794,873 1,808,234

固定負債

長期借入金 265,060 220,081

退職給付引当金 3,226 17,649

役員退職慰労引当金 136,344 141,011

その他 19,293 13,279

固定負債合計 423,924 392,021

負債合計 2,218,797 2,200,256
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 229,400 229,400

資本剰余金 146,800 146,800

利益剰余金 1,411,490 1,366,673

株主資本合計 1,787,690 1,742,873

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,749 △16,609

評価・換算差額等合計 △8,749 △16,609

純資産合計 1,778,940 1,726,263

負債純資産合計 3,997,738 3,926,520
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 4,228,818 4,266,508

売上原価 3,579,417 3,574,167

売上総利益 649,401 692,341

販売費及び一般管理費 ※１
 621,925

※１
 670,490

営業利益 27,476 21,851

営業外収益

受取利息 523 436

受取配当金 1,341 1,171

助成金収入 － 996

資材売却収入 813 983

その他 229 788

営業外収益合計 2,908 4,376

営業外費用

支払利息 4,237 4,763

手形売却損 3,932 2,981

支払手数料 1,000 1,000

貸倒引当金繰入額 － 259

その他 292 862

営業外費用合計 9,463 9,866

経常利益 20,921 16,361

税引前四半期純利益 20,921 16,361

法人税、住民税及び事業税 11,583 23,581

法人税等調整額 △226 △13,777

法人税等合計 11,356 9,803

四半期純利益 9,564 6,557
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 20,921 16,361

減価償却費 34,541 37,410

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,047 34,407

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,369 △134

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,356 14,423

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,700 4,667

受取利息及び受取配当金 △1,864 △1,608

支払利息 4,237 4,763

売上債権の増減額（△は増加） △137,261 △8,021

たな卸資産の増減額（△は増加） △139,572 23,848

仕入債務の増減額（△は減少） 84,791 1,448

未払又は未収消費税等の増減額 △23,080 36,125

その他 △3,541 △25,883

小計 △147,095 137,808

利息及び配当金の受取額 1,855 1,597

利息の支払額 △4,567 △4,768

法人税等の支払額 △6,937 △29,549

営業活動によるキャッシュ・フロー △156,745 105,088

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △388,271 △8,074

無形固定資産の取得による支出 △450 －

投資有価証券の取得による支出 △871 △919

貸付金の回収による収入 6,508 3,620

差入保証金の差入による支出 △75 △162

建設協力金の回収による収入 6,000 6,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △380,160 △2,536

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 240,000 －

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △64,991 △62,482

リース債務の返済による支出 △11,617 △12,900

配当金の支払額 △50,896 △51,563

財務活動によるキャッシュ・フロー 512,494 △126,945

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △24,411 △24,394

現金及び現金同等物の期首残高 160,473 165,765

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 136,062

※１
 141,371
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【継続企業の前提に関する事項】

  該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  これによる当第２四半期累計期間の損益への影響は軽微であります。

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

  １  受取手形割引高

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形割引高 248,494千円 102,367千円

　
※２  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半

期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 1,296千円 1,917千円

支払手形 18,084千円 20,759千円

　
(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

貸倒引当金繰入額 5,388千円 40,991千円

従業員給与・賞与 201,841千円 218,444千円

賞与引当金繰入額 46,126千円 49,192千円

退職給付費用 28,442千円 21,631千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,187千円 4,667千円

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 202,060千円 213,389千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △65,998千円 △72,018千円

現金及び現金同等物 136,062千円 141,371千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 51,375 7.50平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 51,375 7.50平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,158,5061,070,3124,228,818

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 3,158,5061,070,3124,228,818

セグメント利益 214,316 7,891 222,207

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 222,207

全社費用 △194,732

四半期損益計算書の営業利益 27,476

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,998,7501,267,7574,266,508

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 2,998,7501,267,7574,266,508

セグメント利益 257,118 44,527 301,646

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 301,646

全社費用 △279,795

四半期損益計算書の営業利益 21,851

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する情報

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。

  これによる当第２四半期累計期間の損益への影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 １円40銭 ０円96銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 9,564 6,557

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 9,564 6,557

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,850,000 6,850,000

    希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある場
合の概要

平成16年６月29日定時株
主総会特別決議によるス
トックオプション
上記の新株予約権は、平成
23年６月30日をもって権
利行使期間満了により失
効しております。

―

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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(重要な後発事象)

  当社は、平成24年10月24日開催の臨時取締役会において、株式会社ＣＳの株式及びその子会社である株

式会社クルーの株式を取得することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。当該株式譲渡

契約に基づき、同日付で同株式を取得し、連結子会社といたしました。

　

１．株式の取得の理由

  株式会社ＣＳは生活必需品を主体とする日用雑貨の企画販売を主力としており、100円ショップや小物

・雑貨などの専門店等を得意先としております。また商品の仕入れについては設立当初より中国をはじ

め海外で協力メーカー開拓を行っており、その海外メーカーとの強いパイプによる高い原価逓減力と仕

入ノウハウを備えております。その子会社である株式会社クルーはポリ袋等の包装資材、日用雑貨の企画

販売を行っており、100円ショップの他、新聞業界、百貨店等を得意先としております。

  当社としては、調達力及び商品企画開発力の強化は当然のこと、３社の顧客基盤を共有化することに

よって新しいチャネル創造が図れること、３社の有する人材、設備及びノウハウが活かせることなどシナ

ジー効果は大きいと考えております。また今後、事業規模の拡大にとっても、更なる企業価値の向上が実

現できるものと判断し、株式会社ＣＳ及びその子会社である株式会社クルーを子会社化して、グループと

しての収益力の向上と強固な事業基盤の構築を目指すものであります。

　

２．株式取得の相手先

(1) 株式会社ＣＳ

芝原篤司、芝原とも子

(2) 株式会社クルー

芝原武司

　

３．株式取得の会社の概要

(1) 株式会社ＣＳ

① 本店所在地 東京都渋谷区道玄坂二丁目23番12号  フォンティスビル７階

② 代表者の氏名 代表取締役社長  芝原篤司

③ 事業内容 日用雑貨品卸・輸入

④ 事業規模（平成24年３月期）

　   資本金 10,000千円　

　   売上高 1,896,920千円　

(2) 株式会社クルー

① 本店所在地 大阪市住之江区新北島七丁目１番76号

② 代表者の氏名 代表取締役社長  芝原武司

③ 事業内容 ポリ袋等の包装資材、日用雑貨品卸

④ 事業規模（平成24年３月期）

　   資本金 67,000千円　

　   売上高 2,864,740千円　

　※上記数値は、提出会社の会計監査人の監査証明を受けておりません。
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４．株式取得の時期

① 取締役会決議 平成24年10月24日

② 株式譲渡契約締結日 平成24年10月24日

③ 株式譲渡日 平成24年10月24日

　

５．取得株式数、取得価額及び取得前後の議決権比率

(1) 株式会社ＣＳ

① 取得株式数 200株

② 取得価額 203,526千円

③ 取得前の議決権比率     0％

④ 取得後の議決権比率 100.0％

(2) 株式会社クルー

① 取得株式数 336株

② 取得価額 101,765千円

③ 取得前の議決権比率     0％

④ 取得後の議決権比率 100.0％

　 　 （株式会社ＣＳの議決権所有分67.0％を含む。）

　

６．支払資金の調達方法

銀行借入及び社債発行

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    増   田     豊          印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐   藤   陽   子       印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ショーエイコーポレーションの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第46期事業年度の第２四
半期会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日か
ら平成24年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーションの平成24年９月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの
状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成24年10月24日付で株式会社ＣＳ及びその子会社であ
る株式会社クルーの株式を取得し、連結子会社としている。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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